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　父母の両方またはどちらか一方が外国籍である場合の子どもの出生数は、1990 年代以降徐々に
上昇し、近年では新生児全体のおよそ 4.2% が外国にルーツをもつ子どもとなっている。これまで
外国にルーツをもつ子どもは「日本語を話さない子ども」として理解されてきたが、世代の進行によっ
て日本語を第一言語とする子どもはもちろん、「日本人」としてのアイデンティティを積極的に志向
する子どももみられるようになっている。言語的・文化的に日本社会への統合が緩やかにみられる
とはいえ、外国にルーツをもつ子ども・若者をとりまく環境は依然として課題が多く、家庭・学校・
仕事にわたって不利な立場に置かれている。こうした実態を社会学的に解明しながら、誰もが排除
されない社会にむけた支援施策の構想や連携のあり方を模索・検討している。
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